
令和６年度 岐阜県幼児教育総合推進事業 

第１回岐阜県幼児教育推進会議 会議録 
 日時：令和６年６月２８日（金）１３：３０～１５：３０ 

場所：岐阜県総合教育センター１棟４階 大研修室 

 

０ 岐阜県幼児教育推進会議委員の依頼 

１ 挨  拶    岐阜県教育委員会 義務教育課 教育主管 

２ 会長選出 

〈会長・副会長挨拶〉 

会長： 幼児教育・保育の独自性、多様性を大切にしたい。小学校以降は、教科等を通した有用

性（役に立つこと）を高める教育であり、幼児教育・保育の原理と共通ではない。幼稚園・

認定こども園・保育所、小学校が連携し、子供たち一人一人の育ちを支えることで、スム

ーズに小学校の教育に向かえるようになり、子供たちの学びが豊かになると考える。 

副会長： 幼児教育に関して、国が大規模調査を行うと聞いている。幼児教育が子供の発達や小学 

校以降の教育につながっていくことを検証するねらいがある。本会議でも、岐阜県の子供

たちのために出来ることを、十分に協議したい。 

 

３ 議  事 

（１） 岐阜県幼児教育アクションプラン「ぎふっこ」すこやかプラン 

（２） 幼保小の架け橋プログラムの成果 

（３） 幼保小連携の実態 

〈現状と課題、課題解決の方策についての意見交換〉 

会長： 架け橋期の教育課程を工夫している小学校が増え、子供同士の園・学校交流が進んでい

ることに手応えを感じる。一方で、「行政が力を発揮すべき段階にきている。」、「カリキュ

ラム開発会議メンバー以外の教職員に広く周知する。」、「３年間の指定の後も継続できる

取組にする。」等の課題もあがっている。各所属、立場から、取組の状況や成果の広げ方に

ついて意見を聴きたい。 

委員： 成果を、保育者や子供の具体的な姿で説明してほしい。実感として伝わってこない。「つ

なぐ・高める・支える」という枠組みや概念に囚われ過ぎているのではないか。以前、幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）について、小学校側の理解が進んでいな

いと指摘があったが、現状はどうか。 

委員： 架け橋プログラムの資料・ＤＶＤの感想や活用について、複数園に聴取してみた。県と

して、架け橋期を取り上げ、集中的に取り組んでもらえることはありがたい。しかし、内

容が画期的であるとは言えない。例えば、指定市町の１つ神戸町は、運動遊びとしてドッ

ジボールを取り上げ、子供の声に耳を傾けながら活動を展開しているが、従来と変わると

ころがない。もっと小学校での学びを見据えて焦点化されたり段階的に整理されたりした

実践を紹介した方がよいのではないか。 

委員： 幼保小の連携が各園・小学校で進められているが、我々教員だけでなく、子供たちがど 



う感じているかという声や、保護者が、子供の姿を通して、この取組の効果をどう捉えて

いるかという声を集めるとよい。 

委員： 現在、地区では、幼保小連絡会が進められている。１年生の授業や生活の様子を参観し

ていると、目立つ子もいる。継続的に支えていくためには、形式的な連携ではなく、もっ

ともっと丁寧に、きめ細やかに、子供に寄り添う必要がある。子供は、突然５歳児になる

わけではないので、それまでの園内での連携も欠かせない。 

委員： 困り感のある子や通級指導を受けることにした子について、５歳児の頃から、園小交流

を通して様子を見てもらってきたが、１年生になって、その先生が担任になるとは限らず、

また先生によって、理解やモチベーションに差があることから、管理職がリーダーシップ

をとる必要がある。本町では、小学校区で順に研究発表を行っている。県の指導もあり、

交流ありきではなく、互恵性のある取組にするために、１０の姿について理解を図ったり、

共にカリキュラムについて話し合ったりしている。架け橋期の教育課程を工夫している小

学校が増えているということだが、工夫の中身を明らかにし、充実させる段階にきている。 

委員： 小学校では、学校生活への適応が図られるよう、スタートカリキュラムを編成し、生活

科を中心とした合科的・関連的な指導等を行っている。コロナ禍で滞ってしまった交流も

あるため、生活科の県大会に園の先生方にも参加してもらったり、夏休みを利用して保育

参観を実施したりするなど、相互理解を深める機会を検討したい。 

委員： 園として行っていることと市として行っていることがある。現在、多くの園が、小学校

とプール活動を行っており、一緒に準備から進めることで、日常的なつながりが生まれて

いる。市としては、夏休み中に、就学に向けた教育相談を実施する。小学校の特別支援コ

ーディネーターが、通級指導や特別支援学級でどのように学ぶことができるのかを説明

し、保護者の質問に答える。 

委員： 娘が通っている園と接続している小学校では、５歳児に対して、小学生が案内したり説

明したりしてくれる。娘はこの機会をとても楽しみにしており、就学への期待につながっ

ている。５歳児と小学生が交流する機会を継続的に位置付けてもらえるとよい。 

委員： この３年間で、幼保小合同研修や子供同士の園・学校交流が増えており、連携が確実に

進んでいることが分かった。学校生活に不適応をおこすおそれのあった子が、現在では、

こんなふうに生活できているというように、成果として、小学校での子供の様子が見えて

くるとよい。就学に向けた教育相談に同席することがある。説明を受けても、保護者だけ

では決断できないこともある。不安を抱える子供、不安を抱える保護者のために、地域の

ネットワークや関係団体を活用してほしい。 

委員： カリキュラム開発会議について、これまでは保育・教育内容の相互理解を図ることが目

的であったが、今年度から、連携の成果を生かして、一緒に生活科の授業づくりをしてい

る。園の先生は、園での子供たちの経験を伝え、小学校の先生は、経験を踏まえた授業の

展開や指導方法を考える。 

 

〈事務局より〉 

主管： 幼保小の架け橋プログラム事業が３年目を迎えた。指定５市町には、継続して取り組ん

でもらっており、１年目の「知らなかった…」「そうだったんだ！」という驚き、２年目の 



「分かってもらえない！」「うまく伝えられない…」という戸惑いを経て、今年度、よりよ

い協力の在り方を探る段階にきている。成果の具体を、担当より補足する。 

担当： 接続期カリキュラムとは、５歳児のカリキュラムと１年生のカリキュラムを、「共通の視

点」から一体的に捉えて１枚にまとめたもの。幼児期から児童期の発達の流れを見通すこ

とができる。作成することが目的ではない。作成することを通して、保育・教育の相互理

解を図り、作成したものを受けて、普段行っている保育・指導の工夫、改善を進める。例

えば、神戸町では、作成に当たって、幼小の活動を共通の様式にはめることに苦労した。

小学校の活動は、単元名や種目名が予め決まっており、時期に合わせて四角枠に入れてい

くことができる。だから、園に対しても、「ドッジボール」と入れてねという感覚でいる。

しかし、園の遊びは、ドッジボールありきではない。個人のボール操作から始まり、年長

者の遊び方を真似たり、上手く投げることに憧れをもったりする中で、ドッジボールのよ

うな遊びになっていく。困ったことが起きた時に、その場で解決策を考えるので、園独自

のルールがつくられることもある。この、発展させながら続く幼児期の遊びの特性を矢印

で表すことにした。幼と小では、同じような活動をしていてもベクトルが逆を向いている

ことがあり、お互いに納得して１枚に表すことは、本当に難しいと感じた。幼保小の架け

橋プログラムの取組は、画期的である必要はない。子供たちが身に付けている力と育んで

きた過程を知り、その力を発揮しながら、発達段階に即して高められるよう、普段行って

いる保育・指導を見直す。 

主管： 幼保小の架け橋プログラムの成果を、どのように実感してもらうかを考えていく。まず

は、管理職が、各発達段階において大切にしていること知り、教職員に伝えていくことが

大切。 

 

（４） 「岐阜県幼児教育アクションプラン『ぎふっこ』すこやかプラン」に基づいた「つなぐ・

高める・支える」幼児教育の推進に向けた関係事業・研修について 

〈関係事業・研修の内容や進め方等についての意見交換〉 

委員： 園の適正配置計画により、今年度より市内の公立幼稚園が１園となった。幼稚園と保育

所が統合して認定こども園となったことを受けて、保育士として１０年間勤務した職員

も、幼稚園等新規採用教員研修を受講できるようにしている。発達障がい理解促進講演会

には、公私立合わせて１００人ほどの参加があった。研修する機会を求めている職員は多

い。 

委員： たくさんの事業、研修がある。各課で重層的に取り組むことで、研修が行き渡り、いろ

いろな子供に支援が行き届く。発達障がいの子供は増えているが、それに比例して、当セ

ンターへの相談者が大幅に増えているわけではない。その理由の１つとして、こういった

事業、研修を通して、特別支援教育や発達障がい者支援への理解が広がり、各園・小学校

で対応できていることが考えられる。一方で、こちらから困っていることはないかと尋ね

ると、目の前の子への個別具体的な支援に関して相談を受けることが多い。一般的な内容

の研修と現場の困り感への対応をどう両立させるかが、当センターの課題である。 

委員： 幼保小の架け橋プログラムは、全ての子を対象にしてるが、気になる子への支援や就学

を糸口に進めることも考えられる。乳幼児教育と小学校教育は、対象年齢も手法も異なり、 



基本的に違うものだと認識している。「つなぐ」というのは、段差を想定しながらサポート

するということか、それとも段差を無くすということか。例えば、園では、先生は幼児を

サポートするが、小学校では、先生は児童をリードする。段差を無くすとは、これらの特

性も修正するということ。当園では、靴の履き方を指導している。子供たちの怪我が減り、

保育者も保護者も子供の発達を意識することができた。しかし小学校では、昇降口で、も

たもたと靴を履いておられず、すばやく校庭に出なければならない。また、当園では、給

食は、会話を楽しみながら、ゆっくりと咀嚼して味わうよう指導している。しかし小学校

では、黙って、時間内に食べきらなければならない。児童数が多い中で確立されてきた指

導だが、架け橋プログラムでは、従来行ってきたことも、このままでよいのかと考えたい。 

委員： 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）の中に「言葉による伝え合い」があ

るが、これは「聞く」ことが前提になっている。幼児教育の特性は、遊びを通して学ぶこ

とだが、先生や友達の話を聞いたり、相手が聞きたくなるような話し方を工夫したりする

ことは、小学校の学習にそのままつながっている。小学校は椅子に座って聞く時間が長く

なるので、幼児期に「聞く態度」、「聞く力」を育むことは、幼保小連携のカギになる。 

委員： 「聞く力」は、とても大切だと考える。教職員も、子供の心に響く、きちんとした言葉

で伝えるようにしたい。先日、全国公立園長会で「今後の幼児教育の教育課程、指導、評

価等の在り方に関する有識者検討会における中間整理案」の説明を受けた。その中で、幼

児教育センターの設置、幼児教育アドバイザー等の配置、活用について話題になり、未設

置である、岐阜県を含む９県に対して、努力して欲しいと言われた。今後の方向性を聞き

たい。 

 

〈事務局より〉 

主管： 多くの先生方が、子供との関わり方について戸惑いを感じており、研修を求めている現

状から、今後も、研修を大切にしていく。幼児教育と小学校教育の違いについて、子供の

発達段階の違いを踏まえて、理解し合う。育みたい幼児・児童像が共通であれば、指導方

法は違っても、その奥にある指導の意図が理解し合えた時、つながるはず。幼児教育セン

ターについて、組織としてどのようにしていくか検討を重ねている。関係各課が連携して

幼児教育を推進することは、変わらず続けていく。 

担当： 幼保小の架け橋プログラムは、幼児教育と小学校教育の段差を無くすことを目指すもの

ではない。必要があって違いがある。しかし、小学校側として、「何を学ぶか」は変えられ

ないが、「どのように学ぶか」は見直すことができる。園の先生方は、環境構成等を通して

子供たちの好奇心に火をつける。「やってみたい！」から、遊びや活動がスタートするため、

子供たちが熱中する。全ての小学校で、「やってみたい」「知りたい」と思える授業ができ

ているか、「聞きなさい」と聞かせるのではなく、「聞きたい」と思える話ができているか、

問われている。幼児教育センターの在り方として、文部科学省は３通りの例を示している。

１つ目は、関係業務が一元化され、実態の伴った幼児教育センター。今、ここに集まって

いるメンバーが１つのフロアで仕事をしているイメージ。２つ目は、併任発令によるバー

チャル幼児教育センター。私たちは兼務辞令を受けており、この状況に限りなく近い。３

つ目は、関係部局担当課間で協力を約束し合っている関係。どのタイミングで「幼児教育



センター」という看板を上げるのか、敢えて看板を上げないのかも含めて検討している。

バーチャル幼児教育センターの段階で看板を上げると、事務局を引き受けた課に責任の比

重が偏る上に、迅速な意思決定が下せなくなる恐れがある。また、ここ数年、園の設置数

がめまぐるしく変動しており、１０年後も維持できる組織なのか見極めることが難しい。

現状について御理解いただきたい。 

 

〈会長まとめ〉 

会長： ４点、私の考えを述べる。１点目、幼保小の連携を進めるに当たって、スタートカリキ

ュラムに遊びの精神を取り入れる。早く小学生にしてしまうのではなく、園で行ってきた

遊びを、少なくとも１学期の間に５～６回ほど経験させる。小学校なので、週時程や活動

のルールを守って行う。附属小では、加納城址公園に２時間続きで出かけて遊ぶ。子供た

ちは、とてもよい表情をする。小学校の先生が、遊びの意義に気付くきっかけにもなる。

２点目、アプローチカリキュラムには、小学校１年生を同伴する。５歳児にとって１つ年

長の子供がいることは新鮮で、競争相手にもなる。例えば、バラバラの文字を組み合わせ

て言葉をつくる遊びがあるが、１年生と行うことで、新しい言葉に出会う等、より豊かな

経験となる。３点目、県・市町村もしくは小学校区で、育みたい資質・能力や目標を共通

化しておく。例えば、言葉を大切にしたいのであれば、幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿（１０の姿）の「言葉による伝え合い」を、共通で取り上げる。１０の姿は並列的に

扱わなくてもよい。どれかを重点的に扱い、そこを突破口としてつなぐのはどうか。４点

目、行政の指導により、５歳児担任と１年生担任の合同研修を実施する。年に１回程度は

必要。小学校の先生は、相当に忙しい。やる必要があることならば、「そろそろみんなでや

っていくぞ」と上意下達で、ある程度の強制力をもって進めないと、指定市町から広がっ

ていかない。今後に向けては、「つなぐ・高める・支える」取組を「広げる」という視点を

もつ。 

 

４ 諸連絡 

（１） 見え方の相談支援センターについて 

（２） 第２回岐阜県幼児教育推進会議について 

日時：令和７年１月３１日（金）１３：３０～１５：３０ 

（２） 債権者登録について 


